
 

令和８年度 FD・SD 研修会 実施要領 

 
主 催 元： FD・SD 推進委員会 

 

テ ー マ：“単位の実質化”を巡る課題と今後の在り方 

 

内  容：教学 IR と連動した FDとして、学生の「授業外学修時間」が単位制度の想定

する前提（1単位当たりの学修時間は 45時間。例えば週 1 回授業の半期 2単

位講義科目であれば、毎週の授業時間は 2時間、必要な授業外学修時間は 4

時間で計 6時間の学修時間となる）を満たしておらず、長年に渡って大きな

変化も見られない問題を取り上げる。この問題は、2012 年の中教審「質的転

換答申」において「単位の実質化」問題として大学（教育）改革の起点と位

置付けられて以降、その改善が求められ続けているが、本学に限らず大きな

変化はなく、むしろ後退している兆候すらある。 

①そもそも単位制度とは、②授業外学修の実態、③「単位の実質化」が進ま

ない理由について概観し、その上で学生 FD スタッフからのコメントも踏ま

え、本学における「単位の実質化」の今後について考えたい。 

 

日  時：令和８年 11月 13 日(金) 16:10～17:10  

 

開催形式：オンライン（Teams） 

 

対 象：本学教職員・非常勤講師・PEインストラクター・学部生・大学院生 

 

講 師： 高等教育推進センター 菊池 芳明 

 

  プログラム（予定）：  

16:10-16:15 

（5 分） 
挨拶 FD・SD 推進委員長 越仲 孝文先生 

16:15-16:50 

（35 分） 
講演 

16:50-17:05 

（15 分） 
ディスカッション／質疑応答 

17:05-17:10 

（5 分） 
総括 教学 IR ワーキング長 土屋 隆裕先生 

 

 

参加申込：11 月 11 日（水）までに、Forms にて参加登録を行ってください。 

 

申込 Forms：https://forms.cloud.microsoft/r/J7LEMyWpRb  
 

 

録画配信について： 

当日のご参加が難しい場合には、追って動画を配信いたしますので、録画配信にて受講

してください。なお、受講後は動画配信時にお知らせする Forms に入力いただくこと

で、参加とさせていただきます。 

 

 

  お問い合わせ：教育推進課 学術企画担当（acaplan@yokohama-cu.ac.jp） 


